
 

 

 

 

 

「ありがとう」は元気の源 
校長 伊藤 秀一 

暑い日が続いた 9 月でしたが、ようやく一段落し、秋の気配が感じられるようになってきまし

た。学校では直前に迫ったスポーツフェスティバルの練習に熱が入ってきました。子供たちの元気

な声や目標の達成に向けて取り組む一生懸命な姿が見られ活気に溢れています。仮校舎での初めて

の開催となりますが、今できることを精一杯工夫し成功させるべく教職員一同準備に当たっていま

す。 

さて、先日、子供たちに「周りの人に伝えてほしい言葉」について話をしました。それは、「あ

りがとう」と言う言葉です。 

ある日、Aさんがお昼にレストランに入ったときのことです。食べ終わっておいしかったという

感謝の気持ちをこめて「ごちそうさま」といって席を立ちました。お店の人は忙しかったのか何の

反応もありません。Aさんはなんだ、無駄なことをしてしまったなと思って店を後にしました。 

家に帰って A さんは奥さんにこの出来事を話しました。すると、仕事をしていてありがとうと

言われるとうれしくなるし、疲れていてもがんばれると話してくれました。Aさんは、自分のごち

そうさまが伝わったかどうかは分からないけれど、無駄なことではなかったかなと思いました。 

また、こんなことも思い出しました。就職して一人暮らしを初めてした時、子供の頃、親が自分

のために食事を作り洗濯をし、掃除をしてくれていたことを当たり前と思っていたけれど、そのこ

とはとてもありがたいことだったことを。だから感謝の気持ちを伝えようと思うようになったこと

を。 

ありがとうとは「有ることが難しい」と書きます。それは当たり前ではないと言うこと。何かを

してもらっていることを当たり前と思ってしまうと、ありがとうと言う言葉は出にくくなってしま

うのではないでしょうか。 

人から何かをしてもらったときは、素直に感謝の気持ちを伝えたいものです。そうすると人間関

係もよりよいものになっていくと思います。 

子供たちには、スポーツフェスティバルに向けて、自ら立てた目標の達成へ努力することや、友

達と助け合い協力して成し遂げる喜びを感じ取ってほしいと思っています。その過程で、自分を支

えてくれている周りの人たちに感謝の気持ちを伝えられる人になってほしいと考えています。手助

けしてくれた友達に、日々支えてくださっている家族の方に、そして、先生方にも「ありがとう」

と声に出してもらえるとうれしいと思っています。 

「ありがとう」という感謝の言葉を素直に言えたとき、私たちの心は温かくなります。また、そ

の言葉を受けた側も元気が出ます。世の中に当たり前のものは何もありません。誰かが自分のため

に、いろいろなことをしてくれているからこそ、今があります。ぜひ、学校でもご家庭でも、「あ

りがとう」の言葉が溢れるようにしていきたいですね。 

 

 
    

 

 

 学校だより 
令和 6年９月 30日（月） 

江戸川区立一之江小学校 

校 長  伊藤 秀一 

１０月号  

＜教育目標＞ 

○進んで学習する子 

○思いやりのある子 

○明るく元気な子 

＜ １０月の月目標 ＞ 

○生活指導 自分から進んであいさつをしよう 

○保健目標 目を大切にしよう 

○給食目標 旬の味覚を楽しもう 



 

 

 

特別支援教室から 

本校では、江戸川区教育委員会が策定して

いる「エンカレッジルーム運営マニュアル」

に沿って、エンカレッジルームを設置して

います。「そっとほっとルーム」という名称

で活用しています。 

特別な支援を必要とする児童や、心配や

困りを抱えている児童が、学校という集団

の中で安心して学び生活するために、学校

全体で児童を応援しています。 

支援充実の取組として、児童や保護者の

方にスクールカウンセラー、特別支援教室

（巡回指導）教員など、専門知識をもった教

職員による相談も実施しています。 

特別支援教室に通っていなくても、相談

は可能ですので、どうぞご利用ください。ご

希望や、お問い合わせは、担任または副校長

までお願いします。 

 
スポーツフェスティバルについて 

 体育主任 加藤 駿 
 スポーツフェスティバルも目前に迫り、 

校庭には子供たちの元気な掛け声が響いてい

ます。保護者の皆様におかれましては、これ

までたくさんのご協力をいただきありがとう

ございました。 

 前校舎よりも狭い校庭。「近隣の広い校庭を

借りることはできないのか。」といったお問い

合わせも多くいただきましたが、自校の校庭

で実施できることは、子供たちにとって大変

良いことだと考えています。その良さは多々

ありますが、一番は子供たちが「自信をもっ

て競技できること」です。例えば、子供たち

は表現種目の立ち位置を「入場したら校舎の

右から２番目の窓の前に立つぞ」といった具

合に、目印を決めて覚えます。このような細

かい確認事項を頭に入れた上で練習を重ねる

ことで、自信をもって競技を行うことができ

るようになります。他会場を借りると、本番

と同じ場所でほとんど練習することができま

せん。きっと不安を抱えたまま本番を迎える

子供たちも多くなることでしょう。 

自校の校庭で練習をした子供たちは、きっ

と自身に満ち溢れた素晴らしい姿を見せてく

れることと思います。当日はたくさんの声援

を送っていいただきますよう、お願い申し上

げます。 

1 2 3 4 5 6

1 火 都民の日

2 水
安全指導

4 4 4 4 4 4

3 木 5 6 6 6 6 6

4 金 前日準備 5 5 5 5 5 5

5 土 スポーツフェスティバル 5 5 5 5 5 5

6 日

7 月 振替休業日

8 火 スポーツフェスティバル（予備日） 5 5 6 6 6 6

9 水
委員会

4 4 4 4 5 5

10 木 KDDIセーフティ教室（3,4年） 5 6 6 6 6 6

11 金 5 5 5 5 5 5

12 土

13 日

14 月 スポーツの日

15 火 避難訓練（昼休み　時数なし） 5 5 5 5 6 6

16 水 4 4 4 4 4 4

17 木 5 6 6 6 6 6

18 金 体育大会（6年生） 4 4 5 6 6 6

19 土

20 日

21 月 5 5 5 5 5 5

22 火 5 5 6 6 6 6

23 水 クラブ 4 4 4 5 5 5

24 木 5 6 6 6 6 6

25 金 社会科見学（３年） 5 5 5 6 6 6

26 土

27 日 ふるさと祭り

28 月 5 5 5 5 5 5

29 火 縦割り班活動 5 5 5 6 6 6

30 水
委員会

4 4 4 4 5 5

31 木 生活科見学（１、２年） 5 5 6 6 6 6

10月の行事予定

日 曜 学校行事など
日
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